












































































（ 略 ） ＞









、 切 実 な 現 実 的 意 味 を 持 つ も の と は い え
な い が 、 森 啓 祐 氏
がすでに餌炉t




簡 を 害 き 送 っ て 間 も な い 大 正 三 年 七 月 の 総 州 旅 行 先 か ら吉 田 弥 生 に 宛
て
た 「 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 気 に な っ て 同 じ 豆 ら ん ぷ の 下
で・ペンをとりました






う 嘗 簡 草
稿と照応
させて考える時、この
時 期 の 龍 之 介 の 胸 中 に は 、 弥 生
の




ら れ る 。 問 題 は 、 大 正 二 、 三 年
頃に害かれたものと描定


















う し て い A の だ か じ ぶ ん




ぽ く は さ び し ひ だ ろ う
ど ん な に ぽ く は つ ま ら な い だ ろ







ず ひ ぶ ん な
さけない事だと思ふ。（略
）ぼくは、お前をいつまでも
今 の や う に 思
ってゐたい、いつまでも心のそこ
か ら
よ り も か は ゆ く
思ってゐたい、さうして出来るだけ
よ
め な ど も ら は ず に
お前一人をな
つ か し く 思 つ て ゐ
たい
ヽ ・ ヽ ヽ ヽ へ 、 、 、 、 、 、 、
2
、 、 、 、 、 、 、 ・ ゞ ヽ ‘ ‘
もつとも出来るだけお前も力たずかずにゐた方力しヽな、 、 、
、 、 、 、 、 、 ． ヽ ヽ ヽ 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、
ど と は ぼ く の 口 か
ら 云 へ
た ぎ り で は な い け れ ど も
さ
が だ ごば な ぼ い い や が な 気 炉 す か い か い と れ ば 気 だ、 、け だ 、 （ 略 ） ＞ （ 傍 点 引 用 者 ）
こう
し た 書 簡 草 稿 を 困 き 記 す 龍 之 介 は 、 千
と の 結 婚
を 成 就 で き な い 非 巡 の 枠 組 み で 封 じ な が ら 、 蝉 貶 び 炉 想に よ っ て し
か 成 立 す る こ と の な い 仮 構 の 愛 に 生 き て い た
といえるのであろが、こ
の 愛 の 基 底 に は 、 龍 之 介 が 厳 し
注 ( 7 )
く 裁 い た 「 新
生
」における藤村の「老檜な偽善」をその
ま ヽ 見 出 す
ことができるので
あ る 。 「 下 女 」 千 代 と の 占
風 な 身 分 関 係 を 新 し い 近 代 の 人 間 的 論 理 で 超 兌 す る こ と





甘 美 な 感 傷 の 愛 に 眈 る 龍 之 介 は 、 「
論 理 そ の も
のでなく、古風な非人間的なシキタリや顔への単純な屈服でもなく、その中OOで両方を媛さずに自分を貫くような 、 強 力 で 曖 昧 で 儀 礼 的 な 」 偽 善 に
生きていたという外
は な い 。 そ れ に し て も 、 他 者 の 偽 善 を 鋭 利 に 見 通 す 龍 之介 が 何 故 こ の 意 識 の 陥 穿 に 落 ち 込 ま ね ば な ら な か っ た のか 。 龍 之 介
の
不 幸 の 原 拠 は 、 こ の 不 合 理 な 分 裂 的 状 況 の
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A注＞(1)葛巻義敏編「芥川龍之介未定稿集」.20、
岩波書店）参照。
(2)明治四十三年九月一日の雑誌「学生文芸」第一巻第二号に
「アルチパシェフ作
臨外訳」の署名で掲載さ
れ、
のら「諸国物語」に収められた。
「
諸国物語」の刊
行が大正四年
一月であるので、
龍之介の眼にし
た訳文は
むすぴ
(s.43•4 
(
s.55.8.30) 
げたのである。
「老年
」の龍之介は、
悲しくもきらぴや
かな浪漫的讃歌を大きく歌いあげているといわなければならない。
「青年と死」の人物設定と終末部の心象
風景に着目し
、
アルチパシェフの「死」の影圏
を
見て
きたわけ
であるが、
作品史的視角からそ 形象モチーフを整理しなおしてみる時、
そこに
は、
青年
作家固有の浪漫的特質が強く生
き
てい
たといえよう。
龍之介の浪漫的な憧憬志向が嘩渋な
日常次元に引き下ろされ、
遡源的な検索志向へと転身す
るためには、
「ひよっとこ」の生誕を待たなければなら
なかっ であ 。
「
学
生文芸」のものでなければならない。
(3)「恒藤恭宛書簡」(T.3.5.19)(4)
森啓祐著
「
芥川龍之介
の
父」（
s
．
49.2、
桜楓
社）参照。(5)注(1)書参照。(6)三好行雄氏は「秋」を論じ
「『そ
れか
ら』との関
係でいえば、
芥川龍之介のA独創＞は、
漱石が確乎たる
事実として描いた
A
恋譲り＞
を
感楊と夢想によってしか
実在を確認 きぬ
A
仮構の生＞に仕立てたこと」とされ
ている。
（「国文学」S.45.11、学燈社）
(7)「或る阿呆の一生
四十六
絋」
(8)伊藤整著「小説 認識」（S
．
30.7、
河出帯房）
(9)海老井英次 龍之介の恋＾その理性
と
感性
V
」
（「解釈と鑑賞」S.49.8、
至文堂）．
(10)（3)に同じ。(11)「吉田弥生宛〔T
．
3夏上総一の宮にて。草稿断
片〕」（
葛巻義敏編「芥JII龍之介未定椛集」参照。）
(12)
「
吉田弥生宛〔T
．
3末、
詩稿と共に〕」（葛巻
義敏緬「芥111龍之介未定稿集」参照 ）(
13)森啓祐氏は「弥生と金田一光男とのOOに縁談が
も
らあがったのは
、
大正三年秋」と
推定されている。
（「芥
川龍之介の父」）
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.(14)「旅人」は「王」である。(15)「恒藤恭宛谷簡」(T
.4
.
2.28)
(16)
「或阿呆の一生
一時
代」
(17)葛巻義敏氏は 金瓶梅 を大正三年頃の作と推定されている。
注(1)書参照。
(18)小堀桂一郎氏はホフマンスタール「痴人と死と」．の影器を見ておられる。
（「森鵡外の世界」＾
s
．
46.
5、
講談社＞）
(19)注(1)書参照。(20)佐古純一郎著「芥川龍之介における芸術の運命
」
(s.31•4 一古堂書店）参照。(21)進藤純孝著「芥川龍之介」(s.39.11、
河出杏
房新社
）参
照。
(22)吉田精一著「芥川龍之介ーー人と作品」（
s
．
53
•7、
角川文庫45解説）参照。
八付記V.0
本文引用は次のとおりである。
「青年と死」「老年」
は「角川文庫45」(s.53.7)、
「痴人と死と」
は
画外全集第四巻」（岩波香店版＾
s．
47>)、
「死」
は
「酪外全集第七巻」（同前）、
その他の作品は葛巻義敏
編「芥川龍之介未定稿集」に依る。
（岡山県立短期大学講師）
研究室受贈図書雑誌目録
IV
回文学会誌
第二十三号（新涎大学）
国文学科報
第八号（跡見学園女子大学）
国文学科論集
3（佐賀龍谷短期大学）
国文学研究
第七
十一
集•第七十二
集（早稲田大学）
国文学研究資料館紀要
第五号
国文学研究ノート
第十一号（神戸大学）
国文学改
第八十三号•第八十四号（広島大学）
国文学論究
第七号・第八号（花園大学）
国文学論考
第十五号・第十六号（都留文科大学）
国文学論集
第十八集（山梨大学）
困文学論叢
第二十五輯（龍谷大学）
国文研究
第四号（香川大学）
国文研究
第二十九号（愛媛固語国文学会）
国文白百合
第九号（白百合女子大学
）
国立国語研究所年報
30
古代研究
第十一号・ 十二 早稲田古代研究会）
語文
第三十七号（大阪大学）
諾文
第四十九輯•第五十輯（日本大学）
駒沢国文
第十七号（駒沢大学）
相模国文
第七号
．（相模女子大学）
佐賀大国文
7
三十六人集孜
⇔（土曜会）
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